
 

 

 

 

 
                                 令和４年９月２６日 

         四  国  運  輸  局  

「徳島県にし阿波地域における地域住民を基盤とした 

サステナブルな観光コンテンツ・ツアー造成事業」 

のモニターツアーを実施します！ 

 
 

    

 

 

ポスト・コロナ時代を見据え、観光資源の保全をはじめとした持続可能な観光地経営が求めら

れており、併せて旅行者がサステナブル(持続可能)な観光を体験できるニーズが高まっているこ

とから、本事業では欧米豪を中心としたサステナブルな観光への関心が高い層をターゲットとし、

にし阿波地域の特徴ある観光資源の保護・保全と、観光振興における持続可能な利活用を長期的

な目的として見据え、にし阿波地域全体として、持続可能な観光ガイドライン(ＪＳＴＳ－Ｄ)に

準拠した、地域住民を基盤とした1サステナブルな観光コンテンツ・ツアー造成する取組を行って

います。 

                             
1 地域住民を基盤とした観光とは、CBT（コミュニティ・ベースド・ツーリズム）のこと。CBT とは、国連世界観光機関（UNWTO）

による定義を踏まえ、「訪問者と受入側の双方が有意義に参加し、地域や環境に経済的・保全的利益を生み出す相互作用」を通

じた旅行形態です。 

 

１． 連携先： (一社)そらの郷 

２．実施内容 

①日程：１０月２日(日)から１０月６日(木) 

②被招請者：専門家 ３名 

③行程(予定)：〈行程表〉参照 

〈行程表〉※詳細は次ページの地図を参照。 

日程 
時間 

行程 
始 終 

１０月２日 日 

 9:30 13:30 東みよし町ポタリングツアー 

14:30 15:30 久藪集落（集落概要・交流、数珠回し） 

16:00 17:30 猿飼集落 

17:30  折目邸 

１０月３日 月 

 9:30 13:00 久藪集落（毎月開催の神社のお祭りに参加） 

15:00 17:30 有限会社やまうち（セミナー） 

18:00  PAYSAGE MORIGUCHI 

19:00  Link Point SAIRAI 

 

■ 取材対応は、２日、３日のみ可能です。訪問地の撮影及びインタビューは場所により対応

が異なりますので、お問い合わせください。また当日の天候等の事情によりスケジュール

が変更になる場合があります。 

  

 
四国運輸局 
国土交通省 

四国運輸局では、地域連携 DMO である(一社)そらの郷と連携し、１０月２日(日)から

１０月６日(木)まで、観光コンテンツ造成等に知見の深い専門家を招請し、事業内で企

画・開発したコンテンツの評価・課題抽出を目的としたモニターツアーを実施しますの

で、取材いただきたくご案内いたします。 



取材を御希望の方は、令和４年９月３０日（金）１５時までに、別添１取材登録書により

ＦＡＸで登録をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各訪問施設について 

 

 

 

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

四国運輸局 観光部 観光地域振興課 

  担当：上戸、武市 

  TEL ：０８７－８０２－６７３７ 

有限会社やまうち 

徳島県美馬市脇町字拝原 2698-5 

 

藍の自家栽培から、伝統製法での

染までを一貫して行っている有

限会社やまうちの場所をお借り

して、観光関係者向けセミナーを

実施します。目的はサステナブル

な意識の醸成で、講師による講演

やコンテンツの一つである「藍染

め・箸作り体験」を実施予定です。 

東みよし町ポタリングツアー 

＜集合場所＞ 

吉野川ハイウェイオアシス 

徳島県三好郡東みよし町足代1650 

 

ナビゲーターによる三加茂エリア

を中心とした、環境負荷の少ない

折り畳み自転車を使用する探訪ポ

タリングツアーを行います。吉野

川ハイウェイオアシスを出発し、

美濃田の淵、加茂の大クス、みか

も喫茶等を訪れる予定です。 

久薮集落（阿弥陀堂） 

徳島県美馬郡つるぎ町一宇久藪410 

 

「徳島の山間部に暮らす人々との

交流」をコンセプトに、集落に現存

する阿弥陀堂で伝統風習である数

珠まわしを体験したり、一宇弁で住

民と交流します。また、今回は住民

が主体となり続く月に一度の山の

お祭り（石鎚山系の信仰）も見学し、

住民との交流を深める予定です。 

 

猿飼集落 

徳島県美馬郡つるぎ町貞光猿飼 

 

そらの郷ガイドによる猿飼集落訪

問を行います。世界農業遺産であ

る傾斜地畑の見学やおいのこさん

と呼ばれる、亥の子石をひもで持

ち上げて地面をついたり、固く束

ねた藁で地面を叩いたりする伝統

的な行事を体験する予定です。 

折目邸（宿泊施設） 

徳島県美馬郡つるぎ町貞光東浦 68-1 

 

築１００年の商家をリノベーションした古民家宿泊

施設。「先祖が大切に守り、地域に愛していただい

た家を、どうにかして次の世代に残したい。」との

現オーナーの思いがあります。 

Link Point SAIRAI 

徳島県美馬市脇町大字猪尻西分

140-2 

 

世界農業遺産傾斜地の雑穀、野菜

をはじめ徳島の特産、旬の野菜を

使って、又フードロス削減に努め

ており、無駄なく食材をアレンジ

して提供しているカフェ・ダイニ

ングバー 

PAYSAGE MORIGUCHI（宿泊施設） 

徳島県美馬市脇町大字脇町 148-4 

 

明治十四年（1881）年築の民家、

森口邸をリノベーションしたわ

ずか 5室のホテル。「美しい風景

＝ペイザージュ」と「風土＝土地

の風俗と人びと」を併せて、土地

の空気と新しい形のラグジュア

リーを提案するプチ・ホテルで

す。 



 別 添 １  

 

 取材登録書  
 

FAX 送信期限 ： 令和４年９月３０日（金）１５：００まで 

FAX 送信先  ： 四国運輸局観光部観光地域振興課 

FAX 番号   ： ０８７－８０２－６７３２ 

Mail：skt-rtpd@gxb.mlit.go.jp   

 

◇報道機関名 

 

 

◇取材者 

 １）代表者 

 ２） 

 ３） 

 

◇連絡先（取材当日に連絡可能な連絡先） 

 

 

◇取材先（希望の取材先に○を記入して下さい。） 

  

１０／２ 東みよし町ポタリングツアー 

  

１０／２ 久藪集落 

  

１０／２ 猿飼集落 

  

 １０／２ 折目邸 

  

１０／３ 久藪集落 

  

１０／３ 有限会社やまうち（セミナー） 

  

１０／３ ＰＡＹＳＡＧＥ ＭＯＲＩＧＵＣＨＩ 

  

１０／３ ＬｉｎｋＰｏｉｎｔＳＡＩＲＡＩ 

 
 

 

【取材当日の連絡・問合せ先】 

 

四国運輸局観光部観光地域振興課 上戸、武市、 

電話：０８７－８０２－６７３７ 
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サステナブルな観光コンテンツ造成事業

新型コロナウイルス感染症拡大以降、世界的に「持続可能な観光（サステナブルツーリズム）」への関心が高まってい
るところ。（ポストコロナ、booking.com）

サステナブルな観光を希望する訪日外国人旅行者の中でも欧米豪市場をターゲットに、地域本来の生活（生業）・自
然環境・文化等を保全・活用し、ＪＳＴＳ－Ｄに準拠しつつ、それらの魅力を体験してもらう観光コンテンツの形成等を
推進する。

四国運輸局において、令和３年度補正予算を活用し、小豆島におけるガストロノミーを活用したサステナブルな観光コ
ンテンツ・ツアー造成事業（受注者：株式会社穴吹トラベル）、及び徳島県にし阿波地域における地域住民を基盤とし
たサステナブルな観光コンテンツ・ツアー造成事業（リベルタ株式会社）をそれぞれ実施する。

※徳島県にし阿波地域での事業では、（一社）そらの郷と連携して実施

↑

①基礎調査
ニーズ、対象地域の
現状、既存観光資
源の把握、課題整理

②ＪＳＴＳ－Ｄの調査
アセスメントレポート
結果の分析、貢献要
素の把握、課題整理

③設定ターゲットの
検証
欧米豪市場における
ターゲットの詳細化

事業概要
（１）事前調査 （２）観光コンテンツの造成 （３）ツアーの造成

（４）持続的な仕組
みの検討

来年度以降の
ロードマップ作成

造成したコンテンツ・
ツアーの維持管理
及び販売状況の分
析、事業実施以降
も維持・継続させて
いく仕組みの構築に
ついて検討・調整

①観光資源の選定
サステナブルな資源であるか、ＪＳＴＳ－Ｄに準拠し得るも
のか、商品化が可能なものか、などの基準を設け、コンテ
ンツ造成に活用する資源を選定。

②観光コンテンツの企画・開発
• 選定された資源を活用し、観光コンテンツを企画。
• サステナブルな観点の意識啓発を目的としたツール（案）、
商品としての説明が記載されたツール（案）を作成。

③モニターツアーの実施
• サステナブルな観点やそれぞれのテーマ（小豆島：ガスト
ロノミー、にし阿波：ＣＢＴ）から評価・助言ができる専門家
を招請し、モニターツアーを実施。

• 評価の取り纏めを実施。
• 実施に際し、地域住民セミナーを実施。

④磨き上げ
③の結果を踏まえ、商品化をする観光コンテンツに必要
な改善を実施し、作成したツールを評価結果を踏まえ、
改訂。

①ツアーの企画開発
（２）で造成された観光コンテンツを活用
し、ツアーを企画・開発。

②モニターツアーの実施
• 企画・開発されたツアーの評価を得る
ため、旅行会社・ランドオペレータ等を
招請し、モニターツアーを実施。

• 評価の取り纏めを実施。

③磨き上げ
②の結果を踏まえ、商品化をする観光
コンテンツに対して必要な改善を実施。


